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                                  【１２月号】  平成 28 年 12 月 13 日 

                                     京都育成会事務局   Tel：075-812-1700 

                                                         Fax：075-812-1701 

ホームページ http://kyotoikuseikai.or.jp/ 

                                       メール: jimu@kyotoikuseikai.or.jp  

第２６回 京都市知的障害児・者福祉研修大会 報告 

平成２８年１１月２６日（土）  於；ハートピア京都  参加者２２０名 

午前中は、全国手をつなぐ育成会連合会会長 久保厚子氏の情勢報告と社会福祉法人 

京都ライフサポート協会理事長 樋口幸雄氏の基調講演がありました。 

久保会長は「障がい者の支援制度と相模原の事件に思うこと」をテーマに、障害者総合 

支援法施行３年後の見直しとして新たなサービスを報告してくださいました。地域の中で１ 

人暮らしを支援する制度で自立生活援助事業所が定期的に巡回訪問をする。重度訪問介 

護を利用している最重度の障がい者が病院に入ると受けられなくなっていた重度訪問介 

護を入院しても使えるようになる、などです。また、津久井やまゆり園の事件について、容 

疑者の概要と即座に出された声明文や本人向けのメッセージ、笑顔満載の機関誌「手を 

つなぐ９月号」の反響についても詳細に話されました。偏見や差別的な考えの人には反論 

するのではなく、障がいがあっても前向きに生きていることを気付いて欲しい。写真を見て 

感じてほしいと話されました。 

樋口幸雄理事長は、初めにやまゆり園の事件に対し、事業者・従事者として凶行を防げ 

なかったことに大変申し訳ない思いで一杯、これを契機に日々の支援の質を高めていくこと 

を考えないといけない、と話されました。そして、昭和４９年に初めて重症心身障害者福祉 

施設で働かれて以来４０有余年、障がい者福祉に関わってこられ、木津川市、井手町、京 

田辺市、若杉と事業を展開してこられました。基本方針は、利用者１人ひとりが尊重され、 

いきいきと働き暮らしているか、利用者と支援者が共感できる支援ができているかを常に 

問いかけること。転勤も含め労働環境の改善。小規模で多機能で地域分散を事業の方針 

にしていると話されました。コンセプトは「普通の暮らし」、これが 1番成長を促すとのことで 

した。午後からは、「地域での生活支援を豊かなものに」をテーマにシンポジウムでした。 

コーディネーターは樋口幸雄氏、助言者は久保厚子氏、シンポジストは京都市教育委員会 

総合育成支援課 首席指導主事 浜口雄二氏、京都手をつなぐ育成会理事 櫻井基生氏 

です。 浜口先生からは現在の支援学校について話されました。８つの支援学校があり、 

うち４校は地域性統合性で東西南北に４校あります。１人ひとり違う目標があり、少しずつ 

違う支援プランを組み立てて１クラスで授業をしています。障害者基本法の中に「障害のあ 

る子もない子も、ともに学べる限りともに学ぶ」と教育のことが書いてあります、とのことでし 

た。また深刻な人材不足の問題が出ていました。樋口先生は「うちの事業所は利用者や家 

族が育ててくれました。福祉の人材確保が最大の危機です。『庵』の最終目標は支援者養 

成所にしたい」とのことでした。後日配布されます「福祉研修大会報告集」には詳しく掲載さ 

れますのでご覧ください。                        （報告； 吉田副会長） 
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賛助会員にお申し込み頂き心より感謝申し上げます（敬称略） 

寸田 智  寸田 愛美  小林 耕一郎  小林 喬子  北村 久子  北村 純子 

村田 園子  村田 亜優  寺本 明美  寺本 典子  吉田 和男                        

ご理解とご支援を賜り誠にありがとうございました 

                                            

   

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 30 日（水）（公財）京遊連社会福祉基金様から京都手をつなぐ育成会に 

助成金として 30 万円が贈呈されました。 

 

・・・青年学級だより・・・ 

10月の親睦大運動会に続き『山科グランドボウル』で 

スポーツ大会を開催致しました。山科地区の参加者は 

現地集合、他はひかり学園出発の二手に分かれ総勢 62名 

で 2ゲームを楽しんできました。今回は差をつけないで、 

『ガンバッタで賞』の参加賞をゲーム終了後に大石先生よ 

りスコアの発表後に各自にお渡ししました。順位 1位・2位 

・・・40位との『ガンバッタで賞』に差が無いのに少し 

物足りない所も有りましたが、品数豊富な中から順位優先に選んでもらう事で納得。 

次回は順位別『賞』も検討致したいと思います。 

12月は『クリスマス会』1月は『初詣』2月は『春節お茶会』と楽しい行事が続きます。 

皆さん、風邪をひかず体調管理には十分気をつけて元気に参加してください。  

青年学級 担当理事 小谷・上田 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都とっておきの芸術祭 

★京都府知事賞 

【陶芸の部】  「百妖夜行」     木村 康一（左京区） 

★優秀賞 

【書の部】   「十人十色」     吉川 吏亜（伏見区） 

【諸工芸の部】 「なかよし」     佐々木 譲二（西京区） 

★佳作 

【絵画の部】  「イスの上の女の子」 尾関 裕之（右京区） 

【書の部】   「威風堂堂」     松田 正己（南区）（敬称略）                         

以上の方が受賞されました。おめでとうございます。 

 

 

機関誌「いくせい」に寄稿しませんか！！（平成２９年３月発行予定） 

～会員の皆様からの原稿を募集します～    テーマ「家族への手紙」 

＊詳しくは育成ニュース１１月号をご参照ください。 
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★ 山科工房 

12   ものづくりフェア参加 

22   防災訓練 

23   山科区民まつり自主製品とコーヒー豆販売 

24   東総合支援学校コーヒー販売 

25   毘沙門市自主製品とコーヒー豆販売 

26   福祉研修大会コーヒー販売 

30   10 月.11 月生まれ誕生会 

29   コーヒーテイスティングセミナー 

★ 西大路工房 

5    船岡山フェスタ出店 

17   職員会議 

★ 伏見工房 

2    呉竹総合支援学校ＰＴＡ見学  

3    桃山学園まつり出店 

11   南浜小学校学習発表会出演 

13   竜馬まつり出店 

25   嵐山マルシェ出店 

★ 竹屋町工房 

3    KoKoKa OPEN DAY 2016 参加 

 

 

 

 

 

上京   12/11  フライト上京 クリスマスの集い 

            於；京都市民福祉センター 

中京   12/11  餅つき  

於；中京地域福祉センター 

12/28  フラワーアレンジメント 

           於；村田様宅 

南     12/23  クリスマスケーキ作り 

            於；南社協ボランティアセンター 

西京   12/4   卓球バレー大会 

          於；京都市障害者スポーツセンター 

       12/11  クリスマス会 

            於；コープ洛西 

山科   12/10.18  料理のつどい 

            於；山科青少年活動センター 

12/11  手芸のつどい 

於；ＮＰＯ法人わくわく事務所 

      

              

 

    

           

 

[無料電話・メール相談等本部受付件数]  

≪11 月 相 談 件 数≫ 

療育 7 件  施設 5 件  教育 2 件   

その他  17 件  来所面談 5 件   

 

1 月の法律相談  9:00～12:00 

7 日（土）  担当  松田 めぐみ 弁護士 

 要予約 TEL 812-1711  

当番の相談員（２～３人）もいます。 お気軽にお越し下さい 

【１１月活動報告】         【１１月工房だより】 

 

   

 

 

 

  

 

 

             

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    

 

【支 部 だ よ り】 

 

                          

   

 

  

    

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

３  京都市国際交流会館オープンデイ 

  唐橋西寺育成苑まつり 

４ 心身障害者世帯府営住宅優先入居に係る意見 

聴取会議、 サブリーダー会議 

５ 法律相談、 役員例会  

６ 世界の京都・まちの美化市民総行動パレード 

  青年学級ボウリング大会 

７ 京親協コンサート 

１０ コールいくせい練習、 組織委員会 

  工房運営委員会 

１２ 白河総合支援学校創立４０周年記念式典 

１４ 京都府：社会福祉サービスのあり方検討会 

１５ 文化委員会 

１６ 支部長会、 厚生委員会 

１７ 研修委員会 

１９ 法律相談  

２０ 第５５回近畿知的障がい者福祉大会 

２１ 全国大会実行委員会 

２２ 西総合支援学校創立３０周年記念式典 

２４ コールいくせい練習 

２６ 京都市知的障害児・者福祉研修大会 

２８ 市町村知的障害者相談員研修会 

２９ 相談員連絡会、組織委員会 

３０ 京都府障害者スポーツ推進協議会 

  京遊連社会福祉基金助成金贈呈式 
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第２０回近畿手をつなぐ育成会連絡協議会 

リーダー養成研修会開催要綱 

・主旨   「これからの暮らしの場を考える」 

・日時   平成２９年２月１６日（木）10：30～15：00（受付 10：00～） 

・会場   ハートピア京都（京都府立総合社会福祉会館） 3Ｆ 大会議室 

・参加費  2,000 円（資料代・昼食代 1,000円含）京都育成会会員の資料代は本部負担。 

・日程   10：00 開場・受付 開会宣言 開会あいさつ 

      10：35 中央情勢報告  

全国手をつなぐ育成会連合会 会長 久保 厚子 氏 

      11：00 基調講演 

            講師：社会福祉法人 京都杉の木会 京北やまぐにの郷 

                                  施設長 廣幡 顕一 氏 

            テーマ：「入所施設の昔と今～施設はどう変わってきたか・ 

                 どうあるべきか～」 

      12：15 休憩・昼食 

      13：00 ワークショップ（参加型講座） 

            テーマ「本人の暮らしの場について考える」 

      14：55 次期開催地あいさつ 閉会 

・申込み ２月３日（金）までに支部長または育成会事務局 ☎ 812-1700 にお電話下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 回専門家による講座の案内 

日時   平成２９年１月２４日（火）午前１０時～１２時 

場所   京都社会福祉会館  ３階第２会議室 

講師   公益社団法人 認知症の人と家族の会  

京都支部 副代表 山添 洋子 氏 

テーマ  認知症を考えるとき  

  

誰でもいつなるか分からない病気のひとつに認知症があります。講師の山添氏は認知症になられた 

義母の介護をされてこられました。 

今は相談員として不安を感じておられる方々の相談にのっておられます。 

私たちも日々の生活の中で認知症と気付くヒントをいただければと思います。 

皆さまのご参加をお待ちしています。 （参加費 無料） 

・・・本人（家族）部会だより・・・ 

★オールディーズライブコンサートのご案内 

日時   平成２９年２月２６日（日） 午後１時受付 １時３０分開始 

会場   グリース（東山区祇園清本 353-1 番地 花見小路ビル地下 1階）   

会費   お一人２,０００円（食事付）     詳細は１月号でご案内します 

 


